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１． 分 科 会 の 設 立 趣 旨 、 規 約

設立趣旨、規約設立趣旨、規約

１

気候変動にともなう防災・減災を考える会
(千代川流域圏会議・分科会) 規約(案)

（名 称）
第１条 本会の名称は、気候変動にともなう防災・減災を考える会（千代川流域圏会

議・分科会 （以下 「分科会 ）と称する。） 、 」

（目的及び設置）
第２条 本会は、千代川沿川住民の水災害における自主防災意識(自助・共助）の向

上を図り、官民一体となって「犠牲者ゼロ」に向けた取り組みを推進する機
関として、千代川流域圏会議 規約 第 条に則り設置をする。11

（組織等）
第３条 分科会の委員は、国土交通省鳥取河川国道事務所長が委嘱する。

２．分科会は別表で掲げる委員で構成する。
３．委員の任期は、原則として平成 年 月 日とするが、継続が必要な場合23 3 31
は再委嘱を行う。

（分科会）
第４条 分科会は委員長を置く。委員長は委員の互選によってこれを定める。

２．委員長は、会務を統括する。
３．委員長に事故のあるときは、当該分科会に属する委員のうちから委員長が指
名するものが、委員長の職務を代行する。

４．オブザーバーとして千代川流域圏会議会長を置き、必要に応じて招集する。

（会議の招集）
第５条 分科会は、委員長が事務局等と相談し必要なときに招集する。

２．分科会は、委員の半分以上の出席をもって成立する。
３．分科会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聞くことが出来
る。

（事務局）
第６条 分科会の事務局は、国土交通省鳥取河川国道事務所に置く。

（雑 則）
第７条 この規程に定めるものの他、必要な事項は分科会で諮って定める。

（付 則）
この規約は平成２２年○月○日から施行する。

近年、全国的に大規模な水災害が頻繁に発生する中で、千代川流域においても、全国的な
傾向と同様に、温暖化に伴う気候変動によると考えられる集中的な降雨、潮位の上昇傾向等
が見られ、今後も流域に対する水災害リスクが上昇していくことが考えられています。
こういった背景を踏まえ、気候変動にともなう水災害リスクに対する適応策(ソフト的な取り
組み）について、学識経験者、地元関係者、及び関係行政機関等で考えていくことを目的とし
て本会を設立することにしました。
今後この会で、千代川沿川住民の水災害における自主防災意識(自助・共助)の向上を図り、
官民一体となって「犠牲者ゼロ」に向けた取り組みを推進していきます。

（千代川流域圏会議・分科会）

氏名 備考

檜谷　治

土井康作

谷永　守

竹森　達夫

高橋　徹

尾田　一壽

西村　育雄

武田　恭明

山田　建雄

山根　洋治

前田　誠

上橋　昇

道上　正・ （財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長
千代川流域圏会議
会長
オブザーバー

鳥取県　県土整備部　河川課長

鳥取市自主防災会連合会　会長

鳥取市消防団　団長

日本赤十字社　鳥取県支部　事務局長

鳥取市　防災調整監　危機管理課長

鳥取河川国道事務所（河川）副所長

鳥取市自主防災会連合会　明徳地区評議員

鳥取市自主防災会連合会　大正地区評議員

鳥取市自主防災会連合会　富桑地区評議員

鳥取地方気象台　防災業務課長

鳥取大学　地域学部　教授

鳥取大学　工学部　教授

役職等

ひのきだに　おさむ

どい　こうさく

たになが　まもる

たけもり　たつお

たかはし　とおる

おだ　　　かずとし

にしむら　　いくお

たけた　　　やすあき

やまだ　　　たてお

やまね　　ようじ

まえた　　まこと

うえはし　のぼる

みちうえ　まさのり

視知



平成21年は、２年ぶりの上陸となった台風18号や前線に伴う大雨により国管理河川延べ12水系20河川で氾濫危険水位
を超過。

＜平成21年7月19日～26日＞ 平成21年7月中国・九州北部豪雨

２． 近 年 の 洪 水 （１） 平成21年の洪水

平成21年の中国地方の主な豪雨災害

時間雨量80mmを超える猛烈な雨

山口県防府市を中心に河川の氾濫などにより約

4,900棟の浸水被害が発生

＜平成21年8月9日～11日＞ 熱帯低気圧・台風9号

時間雨量80mmを超える猛烈な雨

岡山県北部を中心に河川の氾濫などにより多数の浸水被害が発生

真尾地区の被災状況

（山口県防府市）

剣川（県管理）沿川の状況（山口県防府市）

※中国地方では、佐波川が氾濫危険水位、高津川が避難判断水位

を超過。
吉井川水系吉野川（県管理）

の施設被害状況

別所地区の被災状況（岡山県美作市）
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上位10降雨(1976/12～2009/8）
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日本の南海上にある熱帯低気圧（後に台風９号）から暖かく湿った空気が、紀伊水道から近畿地方に流れ込み、兵庫県では非常に

激しい降雨となった。8月9日の降り始めからの総雨量は、10日13時までで、佐用雨量観測所（佐用郡佐用町円応寺）で347mm、一宮

雨量観測所（宍粟市一宮町東市場）で231mmを記録。

近年33年間で最大

千種川流域佐用雨量観測所（佐用町役場近傍）

60分降水量(mm)

日降水量(mm)

近年33年間で最大

8月9日22時00分

気象レーダー図

国道9号

円山川

降雨の概要（平成21年8月9日～10日）

２． 近 年 の 洪 水 （２） 平成21年佐用町での洪水
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流域界

国道29号

台風9号による被害状況（佐用町）

死者：18名 行方不明：2名

全壊家屋：139戸 半壊家屋：752戸

床上浸水：157戸 床下浸水：742戸

（H22.3.31現在、佐用町調べ） 3

 平成21年台風第9号による被災状況 H21.8.18 19:30現在

死　者 行方不明者

佐用町 18名 2名

豊岡市 1名 －

朝来市 1名 －

岡山県 美作市 1名 －

徳島市 1名 －

吉野川市 － 1名

長野県 茅野市 1名 －

23名 3名

兵庫県

徳島県

            合  計

H22.3.15 19:00

2名

1名 －

25名 2名

揖保川

（消防庁調べ）



台風２３号による

由良川の氾濫（京都府舞鶴市）
台風10号

台風15号

台風18号

台風21号

台風16号

台風6号

台風4号

台風22号

台風23号

台風11号

・観測史上最多の10個の台風が上陸（平
均の3倍以上）し西日本を中心に甚大な
被害発生。
・台風10号により、四国地方では１時間に
100mmを超える猛烈な雨を観測し、徳
島県で総雨量が1,000mmを超える大雨
となった。

・九州地方では7月18日から24日までの7日間の総雨量が多い所で
1,200mmを超える大雨を記録。川内川や米ノ津川において氾濫が発
生し、九州南部地方で甚大な被害が発生。

・台風４号（7月2日～17日）により九州地方で総雨量が1,000mmを超
え、各地で7月の月間平均の2倍を超える雨量を記録。
・緑川等では浸水被害が発生し、各地で甚大な被害が発生した。

徳島県上勝町
福原旭 1,132mm

三重県宮川村
宮川 1,200mm

【台風10号による総雨量の分布】

50 100 200 400 600 800 1,000

高知県高岡郡
津野町船戸 870mm

【台風１４号による総雨量の分布】

宮崎県えびの市
えびの 1,307mm

宮崎県東臼杵群
美郷町神門
1,322mm

50 100 200 400 600 800 1,000

宮崎県えびの市
えびの 1,281mm

鹿児島県大口市
大口 1,122mm

【７月豪雨による総雨量の分布】

川内川（鹿児島県さつま町）

【7/2～17日までの総雨量分布】

鹿児島県錦江町
田代(ﾀｼﾛ)
1,018mm(2.7倍)

鹿児島県えびの市
えびの
1,105mm(1.3倍)

熊本県西原村
俵山(ﾀﾜﾗﾔﾏ)
1,080mm(1.6倍)

宮崎県日之影町
見立(ﾐﾀﾃ)
1,058mm(2.3倍)

高知県仁淀川町
池川(ｲｹｶﾞﾜ)
929mm(2.1倍)

高知県馬路村
魚梁瀬(ﾔﾅｾ)
936mm(1.6倍)

100 200 300 400 600 800 1,000

平成１６年度平成１６年度

平成１７年度平成１７年度

平成１８年度平成１８年度

平成１９年度平成１９年度

緑川(熊本県甲佐町)

氾濫により

立ち往生したバス

バス

・台風14号(9月4日～6日)により九州南部で総雨量1,000mm以上
の豪雨を記録。
・五ヶ瀬川や大淀川などで氾濫が発生し、九州地方で甚大な被害が発
生した。

4
五ヶ瀬川(宮崎県延岡市)

河川名 由良川
種別 一級河川
流域面積 1,880km2

幹川流路延長 146km
流域内人口 約18万人

河川名 五ヶ瀬川 大淀川
種別 一級河川 一級河川
流域面積 1,820km2 2,230km2

幹川流路延長 106km 107km
流域内人口 約12.8万人 約60.1万人

河川名 川内川
種別 一級河川
流域面積 1,600km2

幹川流路延長 137km
流域内人口 約20万人

河川名 緑川
種別 一級河川
流域面積 1,100km2

幹川流路延長 76km
流域内人口 約52万人

２． 近 年 の 洪 水 （３） 平成16年度～19年度の大規模水害



増水した千代川

市瀬地区の崩落現場
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0.73
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避難判断水位　6.2

氾濫注意水位　4.7

行徳

・平成16年9月29日～30日にかけて鳥取県に最接近した台風21号により、千代川流域では2日雨量で202mmを記録。

・行徳（基準地点）観測所では、水位が2時間で約3.7m上昇し、最高で6.05m（避難判断水位まで15cm）を記録。

・内水はん濫により、家屋浸水（99戸）や農作物被害が発生。

２． 近 年 の 洪 水 （４） 平成16年9月台風21号による千代川での洪水
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降雨の状況
行徳（基準地点）上流域の年最大2日雨量

平成16年9月洪水昭和54年10月洪水
（戦後最大洪水）

被害の状況

台風21号経路図

29日21時

29日9時

30日9時

28日21時

2時間で約3.7m上昇

2時間

水位の状況

浸水家屋全壊・半壊負傷者死者

99戸－

家屋被害

－－

人的被害

台風21号

成因

出典）山陰中央新報 平成16年9月30日
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昭和54年10月19日洪水（戦後最大洪水）平成16年9月29日洪水

平成16年9月洪水時は、
上流域で降雨量が多い

行徳上流域平均雨量 行徳上流域平均雨量

行徳

行徳

等雨量線図
(9月28日～29日の2日雨量)

等雨量線図
(10月18日～19日の2日雨量)

29日12時

29日15時

29日18時
千代川流域
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・千代川流域は、標高1,200m～1,500mの山地に取り囲まれた中央に鳥取平野が位置している。
・千代川本川の河床勾配は、下流で比較的緩やかである。
・下流の鳥取市に流域内の人口・資産のほとんどが集中している。

３. 千 代 川 流 域 の 特 徴 と 課 題 （１）

流域の特徴
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流域図
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：山地（約92％）

：市街地（約1％）

：農地（約7％）

凡 例

洪水位に対して地盤高が
低いため、千代川が氾濫
した場合には鳥取平野の
大部分が水没

6



・千代川下流の低平地は、鳥取県東部の中心である鳥取市街地を形成している。
・千代川国管理区間中上流域では、河積不足に加え堤防高が不足する区間が点在する。
・特に千代川と新袋川に囲まれた地域は行政、商業の中心地となっており、洪水に対する安全度を高めることが重要である。

鳥取市街地

鳥取中心市街地

市街地

３. 千 代 川 流 域 の 特 徴 と 課 題 （２）

鳥取市役所

100年に1度発生すると
考えられる洪水に見舞
われた場合の浸水想定
氾濫区域を示す

●
●

鳥取県庁

凡 例

：浸水想定区域

鳥取市役所

64km2の氾濫区域
に約9.4万人の人が
住んでいる。

流域の課題

国道53号

中
橋千代川

鳥取市用瀬地区の増水鳥取市用瀬地区の増水状況状況

平成10年10月洪水

鳥取市東町鳥取市東町((鳥取県庁前鳥取県庁前))

昭和54年10月洪水

破損・浸水：99戸202mm/2日約3,200m3/s台風21号平成16年9月洪水

破損・浸水：201戸165mm/2日約3,600m3/s台風10号平成10年10月洪水

破損・浸水：1,355戸285mm/2日約4,300m3/s台風20号昭和54年10月洪水

破損・浸水：943戸215mm/2日約2,500m3/s台風23号昭和40年9月洪水

破損・浸水：722戸180mm/2日約2,700m3/s第2室戸台風昭和36年9月洪水

破損・浸水：5,555戸207mm/2日約2,500m3/s伊勢湾台風昭和34年9月洪水

破損・浸水：13,888戸204mm/2日約6,400m3/s台風(既往第1位)大正7年9月洪水

被害状況流域平均2日雨量流量成因洪水名

主な洪水被害

千代川が氾濫した
場合には鳥取平野の
大部分が水没

千代川下流浸水想定区域 凡 例

：浸水想定区域

7
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6.78 0.44氾濫危険水位　6.7

避難判断水位　6.2

氾濫注意水位　4.7

計画高水位　6.93
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47mm 231mm 12mm
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12時間雨量206mm

10/19 10/20 10/21

  29

・千代川流域で平成16年10月台風23号による豊岡豪雨と同程度の雨が降ったと仮定し計算した場合、戦後最大洪水（昭和54年10月洪水）を上
回る結果となり、千代川でも甚大な被害が発生した可能性がある。

３. 千 代 川 流 域 の 特 徴 と 課 題（3）平成１６年１０月豊岡豪雨が千代川で発生したら平成１６年１０月豊岡豪雨が千代川で発生したら

豊岡豪雨が千代川で発生したら 豊岡豪雨の状況

8

円山川及び支川出石川の2箇所で破堤し、その他、各所で越水はん濫が発生したため
、甚大な被害が発生。

円山川右岸13.2k決壊箇所

×

×

平成16年10月洪水実績浸水区域

円山川

奈佐川

出石川

台風23号経路図

２日雨量２７８ｍｍのうち、
約７４％がピーク付近の
１２時間に集中

立野（基準地点）上流域雨量

×

豊岡市街地

出石川左岸5.4k決壊箇所付近

千代川で豊岡豪雨規模
の洪水が発生した場合、
行徳（基準地点）で戦後
最大洪水（昭和54年10
月洪水）を約40cm、計
画高水位を約30cm上
回る水位となる。

20日21時

20日9時

21日9時

4,083ha

浸水面積
浸水戸数全壊・半壊負傷者死者

7,944戸4,033戸

家屋被害

51名5名

人的被害

台風23号

成因

平成20年4月25日現在

20日12時

20日18時

20日15時

千代川流域

円山川流域



出典）気候変動監視レポート2008

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

年
Ⅰ：北海道・東北 Ⅱ：関東・東海
Ⅲ：近畿～九州の太平洋側 Ⅳ：北陸～九州の東シナ海側
4海域平均

Ⅰ：北海道・東北 Ⅱ：関東・東海
Ⅲ：近畿～九州の太平洋側 Ⅳ：北陸～九州の東シナ海側
4海域平均
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日雨量100mm以上の年間発生回数は、全国的には100年で約1.2倍、
近年30年間では約1.3倍と増加傾向にあり、千代川流域では、30年で
1.5～2.0倍程度となっており増加傾向が見られる。
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日雨量100mm以上の年間発生回数（智頭（国））

日雨量100mm以上の年間発生回数（鳥取（国））

約2.0倍

日雨量100mm以上の年間発生回数（若桜（国））

約1.5倍

日雨量100mm以上の年間発生回数（全国51地点合計値）

5年移動平均値

5年移動平均値

5年移動平均値

11年移動平均値

44.2日 52.5日 58.6日
約1.3倍

出典）気候変動監視レポート2008（気象庁）

●

鳥取（国）

智頭（気）

●

若桜（国）
●

観測所位置図

凡例
気温観測所
雨量観測所
海面水位観測所

●

田後（国）●

●

海面水位は全国的には、近年30年間で3cm程度の上昇傾
向が見られ、千代川流域近傍の田後観測所（国）では、30
年で10cm程度の上昇傾向が見られる。
年平均海面水位（日本沿岸の海域別）

年平均海面水位（田後）

上昇傾向

４. 千代川流域における温暖化に伴う気候変動の現状

全国16地点

全国51地点

全国51地点

全国17地点

全国17地点

観測所 傾向傾向観測所

田後（国）

鳥取（国）、智頭（国）、
若桜（国）

鳥取（国）、智頭（国）

鳥取（気）、智頭（気）

鳥取（気）、智頭（気）

1.3倍/30年1.5～2.0倍/30年日雨量(100mm)

+3cm/30年

1.0倍/30年

1.2倍/30年

+1.11℃/100年

全国平均※1

1.1～1.2倍/30年
真夏日（30℃以上）
の発生回数

+10cm/30年年平均海面水位
海面
水位

上流域(智頭）1.0倍/30年
下流域(鳥取）1.1倍/30年

年間降水量

雨量

+0.7～1.0℃/30年年平均気温

気温

千代川流域
細目項目

４海域の
平年値

気候変動データの全国との比較

近年、全国的に大規模な水災害が頻繁に発生する中で、千代川流域においても、全国的な傾向と同様に温暖化
に伴う気候変動によると考えられる集中的な降雨、潮位の上昇等が見られ、今後も流域に対する水災害リスクが水災害リスクが
上昇していくことが予想上昇していくことが予想される。

海面水位

※緑線：11年移動平均値（当該年と前後5年間の平均値）

※青線 ：5年移動平均値（当該年と前後2年間の平均値）赤線 ：対象データの長期的傾向を直線として表示したもの

※平年差：当該年の値と対象期間中のデータの平均値との差 9

出典）※1：気候変動監視レポート2008（気象庁）

●

●
鳥取（気）

●
智頭（気）

出典）気候変動監視レポート2008（気象庁）



５． 気候変化が水災害にもたらす脅威と気候変化への対応 （１）

気候変化が水災害にもたらす脅威

温暖化による降水量の増加によって治水安全度が低下

温室効果ガスの
濃度が高まり熱
の吸収が増えた
結果、気温が上

昇。

氷河や南極など
の氷の融解

海水の熱膨張

蒸発散量の増加

台風の強度増加

降水量の変化

豪雨や渇水の
発生頻度の増加

高潮及び海岸浸食

洪水の増大

土砂災害の激化

河川流量
の増加

現在目標
としている
治水安全度

現在確保
されている
治水安全度 確保されていた

治水安全度の低下

確保されている
治水安全度

現在 将来（例えば、100年後をイメージ）
赤字：現在の治水安全度 青字：将来の治水安全度

1/100

現在目標としている
治水安全度は降雨量の
増により著しく低下

増加する外力
に対し、施設
整備の再設定

1/50

1/100

1/10

1/30

●総合治水対策のうち流域対策等
●地域づくりと一体となった適応策
●危機管理対応を中心とした適応策

●施設による
適応策

目標としていた
治水安全度の

100年後の評価

目標としている
治水安全度

10



自主防災組織を対象とした防災研修会

５． 気候変化が水災害にもたらす脅威と気候変化への対応 （２）

自主防災力の向上

水害危険度に関する情報の共有と提供

地域づくりと一体となった適応策

施設による適応策

危機管理対応を中心とした適応策

影響のモニタリング強化

適応策

緩和策

例）堤防、ダム、流出抑制、貯留・浸透 等

例）土地利用規制、建築規制、輪中堤 等

例）ハザードマップ、リアルタイム情報の提供 等

例）気温、雨量、流量、潮位、環境 等

●重層的な対応

●効率的・効果的な
適応策の選択
ーリスク評価ー

まるごとまちごとハザードマップ

気候変化への対応

浸水 堤防 避難所（建物）

洪水時に被害がないようピロティ構造を採用

浸水に強いまちづくりへの転換

11



６． 今後の気候変動にともなう防災・減災を考える会の進め方、水害意識アンケートの実施

今後の予定

平成22年7月28日 第1回 気候変動にともなう防災・減災を考える会

・分科会設立趣旨、規約
・千代川流域の特徴と課題
・気候変動の現状
・今後の分科会の進め方
・水災害意識アンケート調査の実施について

平成22年8月3日 千代川流域圏会議（第1回目の内容報告と意見聴取）

平成22年10月頃

・温暖化による水害リスクの変化について
・アンケート調査結果の整理・分析について
・適応策（ソフト対策）のメニューについて

平成23年2月頃

・行政と住民等の役割分担について
・適応策のロードマップについて
・次年度の取り組みについて

平成23年2月頃 千代川流域圏会議（今年度成果の報告と次年度の取り組み）

○防災関係の取り組み
（地域への情報提供、防災学習、防災リーダーの育成等）

↓
○課題の抽出とフォローアップ

（継続して実施）

流域住民に対する
水害意識アンケート

水害意識アンケート調査

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度
以
降

※スケジュール等は目安

○目的
流域住民の防災意識や気候変化、水害に関する知識を把握す
る。

○調査内容
「気候変化」「避難」「情報」「備え」をキーワードとした防災に関
する事項

○対象者数
配布数10,000名、回収数1,500名程度を想定

○対象地域
千代川直轄区間の想定氾濫区域を対象とする。
なお、地域固有の特徴を捉えるため、明徳・富桑・大正の
3地区については、自治会の協力を得て、集中的に調査を
行う。

★気候変化：温暖化、ゲリラ豪雨、海面上昇など
気候変化に関する知識など

★避 難 ：指定避難所の認知度、実際に避難する場所、
要援護者支援など

★情 報 ：情報収集先、避難行動の決め手、
ハザードマップの認知率など

★備 え ：非常用持出品の準備、防災訓練等への参加、
知っておきたい知識など

12

第２回 気候変動にともなう防災・減災を考える会

第３回 気候変動にともなう防災・減災を考える会



検討事項

全国の先進的なソフト対策の取り組み事例、今回のアンケート結果等を
踏まえて、千代川流域の地域特性、社会特性に適した適応策メニューを
抽出する。

全国の先進的なソフト対策の取り組み事例、今回のアンケート結果等を
踏まえて、行政・住民等の役割分担を明確にし、連携や支援のあり方等
について検討する。

（１） 温暖化による水害リスクの整理・検討

○防災情報の提供

○ 応急復旧

○ 復興（社会資本）
○災害支援

鳥取河川国道事務所の役割

○ 建設業界
○ 物流業界
○ 事業継続（BCP）

○ 住民の生命の安全

○ 財産の保護

○ 復興（生活再建）

地方自治体の役割

連携
と
支援

社会
貢献

○ お隣さんや自治会単位での共助
○ ボランティアによる地域支援

民間の役割

流域住民の役割 企業の役割

学識経験者など

助言

行政と住民等の役割分担

より分かりやすい防災情報の提供

・視覚的な氾濫情報(動画)の提供
・まるごとまちごとハザードマップ
・洪水予報等の強化 等

一層の防災関係機関との連携

・水防訓練
・避難訓練
・図上訓練（DIG） 等

防災関係機関への正確な情報提供

・水防共有マップの作成
・リアルタイム浸水予測結果の
利活用
・映像情報の提供 等

・自治体職員を対象とした防災
研修会
・自主防災リーダー研修
・クロスロードゲーム
・中学生の地域安全マップづくり等

ソフト対策メニュー

防災意識の向上に配慮した
防災学習会の実施

現況及び将来の氾濫域の状況や気候の変化による影響を評価し、
氾濫域の水害リスクについて評価する。

（２） 適応策のメニュー抽出

（３） 行政と住民等の役割分担の検討

気候変化による千代川流域への影響を流域住民に理解してもらい、適応策
に対する地域のコンセンサスを得るため、具体の取り組みについて検討す
る。

（４） 適応策のロードマップの作成、次年度以降の取り組みの検討

抽出した適応策のメニューを元に、優先順位の検討を行ない、今後の
ロードマップを作成する。
社会実験に向けた次年度以降の適応策の取り組みを検討する。
（地域への情報提供、防災学習防災リーダーの育成等）

（５） 適応策と具体の取り組みの決定

７． 今 後 の 検 討 事 項
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● 鳥取観測所（気象庁）

参考．千代川流域における年平均気温の変化

観測所位置図
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年平均気温の経年変化（鳥取観測所（気象庁））

年平均気温

全国的には100年で約1.11℃、近年30年では約1.0℃の上昇傾向が見られる。（気候変動監視レポート2008（気象庁））
千代川流域でも、30年で1.0℃の上昇傾向が見られる。（気象庁の鳥取観測所における30年間［1978年～2007年］のデータ）
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年平均気温の平年差（全国17地点の平均値）

約1.0℃/30年上昇

約1.11℃/100年上昇

出典）気候変動監視レポート2008（気象庁）
年平均気温の平年差（鳥取観測所（気象庁））

近年30年間でも、
約1.0℃上昇

※平年差：当該年の値と対象期間中のデータの平均値との差
赤線 ：対象データの長期的傾向を直線として表示したもの

青線 ：5年移動平均値（当該年と前後2年間の平均値）

平均値
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参考．温暖化による水害リスクの整理・検討

気候変動により大雨の頻発化・大規模化が予測されていることから、現況及び将来（外力規模を上げた）浸水想定区域図を作成し、氾濫域
の水害リスクについて評価する。

荒川の事例

想定外力が約3割増の場合、
被災人口が約40%増加する。

出典）大規模水害対策に関する専門調査会 記者発表資料（平成19年10月23日） 内閣府

現況 将来 将来
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